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葉
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３
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実
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化
の
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い
を
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で
感
じ
る

生
徒
に
自
主
性
が
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え
る
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交
流
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柱

事
前
の
準
備
に
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入
れ
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（１６）第２９５３号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）９月８日（土曜日）

平和記念公園で折り鶴を奉納する

雨の中で合唱コンサート

佐藤勝子教諭吉野敏教諭

ワ・ラッセで、ねぶたの歴史などを学ぶ

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
な
が
ら
外

国
人
ら
と
交
流

民
泊
先
で
家
族
の
一
員
と
し
て
過
ご
す

江
田
島
の
民
泊
の
人
た
ち
と
の
別
れ
を
惜

し
ん
だ
離
島
式

津軽三味線弾き方の個人指導

函
館
湯
の
川
温
泉
で
の
夕
食

函
館
山
か
ら
の
夜
景
見
物

三内丸山遺跡を見学

　
山
形
市
の
北
東
部
に
位
置

し
、
名
勝
地
・
山
寺
に
は
約

５
㌔
と
程
近
い
山
形
市
立
高

楯
中
学
校（
有
路
智
子
校
長
、

生
徒
数
１
８
２
人
）
。
７
月

初
旬
に
は
県
花
「
紅
花
」
が

咲
き
誇
る
農
村
地
帯
に
建

つ
。
１
９
５
２
年
に
高
瀬
・

楯
山
村
組
合
立
高
楯
中
学
校

と
し
て
創
立
し
、

年
の
市

町
村
合
併
に
よ
り
校
名
を
改

め
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
校
是
は
「
当
難
勿
屈
」
。

同
校
草
創
期
、
旧
校
舎
礼
法

室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
校

地
を
求
め
、
校
舎
を
建
設
す

る
際
、
幾
多
の
困
難
に
当
た

っ
て
も
屈
す
る
こ
と
な
く
乗

り
越
え
て
き
た
貴
重
な
体
験

と
し
て
生
徒
に
教
え
て
く
れ

た
も
の
」
と
い
う
言
葉
に
起

因
し
、
以
来
、
数
十
年
の
時

を
経
て
校
是
と
な
っ
た
。

　
「
知
・
徳
・
体
の
調
和
を

は
か
り
、
次
代
に
対
処
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
実
力
を
兼
ね

そ
な
え
た
明
る
く
た
く
ま
し

く
情
操
豊
か
な
人
間
を
育
成

す
る
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ

る
。そ
の
実
現
に
向
け
て「
本

物
を
め
ざ
し
て
継
続
す
る
挑

戦
～
正
し
さ
と
優
し
さ
で
つ

な
が
る
学
校
づ
く
り
～
」
を

教
育
方
針
と
し
、
「
助
け
合

う
生
徒
（
敬
愛
の
心
）
」

「
進
ん
で
学
ぶ
生
徒
（
自
主

の
心
）
」
「
鍛
え
あ
う
生
徒

（
不
屈
の
心
）
」
の
三
つ
の

心
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　
同
校
で
は
修
学
旅
行
を
３

年
時
の
５
月
に
実
施
し
て
い

る
。
行
き
先
は
一
昨
年
ま
で

沖
縄
や
関
西（
京
都
、大
阪
）

が
主
だ
っ
た
が
、
昨
年
は
北

海
道
、
今
年
は
青
森
と
北
海

道
に
変
更
し
た
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
を
担
当

し
た
３
学
年
主
任
の
佐
藤
勝

子
教
諭
は
「
北
海
道
の
大
自

然
も
大
き
な
魅
力
だ
が
、
そ

れ
に
加
え
て
、
本
州
最
北
端

の
青
森
を
訪
れ
る
こ
と
で
同

じ
東
北
の
文
化
の
違
い
を
肌

で
感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
思
い
か
ら
青
森
と
北

海
道
に
決
定
し
た
」
と
行
き

先
変
更
の
理
由
を
語
る
。

　
青
森
・
北
海
道
へ
の
修
学

旅
行
の
狙
い
を
①
青
森
、
北

海
道
の
自
然
・
文
化
・
産
業

・
生
活
様
式
な
ど
に
触
れ
る

こ
と
で
、
見
聞
を
深
め
る
と

と
も
に
、
本
県
の
地
域
性
や

自
然
環
境
と
の
違
い
を
認
識

し
、
郷
土
と
行
き
先
の
独
自

性
を
実
感
さ
せ
る
②
学
校
を

離
れ
た
集
団
生
活
を
通
し

て
、
社
会
生
活
に
お
け
る
き

ま
り
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
、
必
要
性
を
認
識

さ
せ
る
③
修
学
旅
行
計
画
・

立
案
・
実
行
を
通
し
て
、
自

主
的
・
自
律
的
精
神
を
養
い
、

学
年
全
体
の
団
結
を
高
め
る

│
と
定
め
た
。
特
に
「
生
徒

の
自
主
性
、
自
律
精
神
を
養

い
育
む
こ
と
が
一
番
の
目

的
」
と
佐
藤
教
諭
。

　
そ
う
し
た
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
行
動
指
針
は
、
修

学
旅
行
実
行
委
員
の
提
案
を

学
年
総
会
で
検
討
す
る
方
法

を
と
り
、
生
徒
自
ら
に
作
成

さ
せ
た
。
佐
藤
教
諭
は
「
互

い
の
良
さ
を
発
見
し
認
め
合

う
機
会
に
し
た
か
っ
た
し
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
場
に
も
し

た
か
っ
た
。
ま
た
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
ル
ー
ル
な
の
で

実
際
の
修
学
旅
行
で
は
規
律

あ
る
生
活
を
す
る
だ
ろ
う
と

考
え
た
」
と
明
か
す
。

　
青
森
・
北
海
道
へ
の
修
学

旅
行
は
５
月

日
か
ら

日

ま
で
の
２
泊
３
日
の
行
程
で

実
施
。
管
理
職
（
教
頭
）
、

学
年
担
任
団
、
養
護
教
諭
の

引
率
６
人
を
含
め

人
が
参

加
し
た
。

　
１
日
目
は
、
午
前
６
時


分
に
同
校
を
貸
し
切
り
バ
ス

で
出
発
し
、
昼

時
過
ぎ
に

青
森
に
到
着
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
決
め
て
い
た
男
女
混
合

の
５
、
６
人
の
班
で
の
行
動

を
中
心
と
し
た
。

　
最
初
の
立
ち
寄
り
先
の
青

森
県
立
美
術
館
で
は
世
界
的

に
著
名
な
作
家
、
マ
ル
ク
・

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
「
ア
レ
コ
」

を
鑑
賞
。
引
き
続
き
日
本
最

大
級
の
縄
文
集
落
の
一
つ
、

国
特
別
史
跡
三
内
丸
山
（
さ

ん
な
い
ま
る
や
ま
）
遺
跡
を

半
日
コ
ー
ス
で
見
学
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
前
に
あ
る
青

森
市
文
化
観
光
交
流
施
設

「
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
」

で
は
、
「
ね
ぶ
た
」
の
誕
生

ま
で
の
歴
史
の
ほ
か
、
青
森

県
民
の
生
活
文
化
や
風
習
も

学
ん
だ
。
浅
虫
温
泉
で
の
夕

食
時
に
は
津
軽
三
味
線
を
鑑

賞
し
、
個
人
指
導
で
弾
き
方

な
ど
を
体
験
し
た
。

　
２
日
目
の
朝
、
新
青
森
駅

か
ら
新
幹
線
で
新
函
館
北
斗

駅
に
。
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道

院
や
五
稜
郭
公
園
を
班
ご
と

で
自
由
見
学
し
た
後
、
湯
の

川
温
泉
の
旅
館
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
。
山
形
の
中
山
間
部
で

育
っ
た
生
徒
た
ち
、
夕
食
で

出
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
眼

下
に
広
が
る
海
に
は
大
変
喜

ん
だ
。

　
夜
は
函
館
山
か
ら
の
絶
景

を
全
員
で
眺
め
た
。
山
形
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜

景
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け

た
と
い
う
。

　
修
学
旅
行
を
終
え
た
生
徒

た
ち
か
ら
は
「
友
だ
ち
と
ゆ

っ
く
り
話
が
で
き
た
こ
と

や
、
学
校
と
は
ひ
と
味
違
う

友
だ
ち
の
良
さ
に
触
れ
た
こ

と
が
一
番
楽
し
か
っ
た
」
と

の
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
佐
藤
教
諭
は
「
一
番
の
成

果
は
生
徒
た
ち
に
自
主
性
、

自
律
性
が
芽
生
え
た
こ
と
。

次
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た

こ
と
。
高
校
受
験
を
控
え
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
団
体
生
活
を
通
し
て

多
感
な
青
春
の
一
時
を
過
ご

し
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
」

と
語
る
。

　
千
葉
市
立
越
智
中
学
校

（
三
橋
伸
夫
校
長
）は
、
豊
か

な
森
に
囲
ま
れ
た
、
生
徒
数

１
５
８
人
の
小
規
模
校
。
生

徒
、
教
師
と
も
に
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
も
深

い
。
校
訓
は
「
自
主
勉
学
　

協
力
連
帯
　
積
極
鍛
錬
」
。

学
校
教
育
で
「
自
ら
学
び
、

豊
か
な
人
間
性
を
持
つ
、
心

身
と
も
に
健
康
な
生
徒
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　
同
校
は
今
年
、
こ
れ
ま
で

信
州
で
実
施
し
て
い
た
修
学

旅
行
の
行
き
先
を
、
「
平
和

学
習
」
と
「
交
流
」
の
活
動

が
で
き
る
適
地
と
い
う
理
由

か
ら
広
島
に
変
更
し
た
。
旅

行
場
所
や
内
容
を
刷
新
し
、

生
徒
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
せ
た
い
と
い
う
教

師
の
思
い
も
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
目
的
を
①
広
島

県
の
自
然
、
風
土
、
人
に
接

し
、
日
本
の
文
化
を
見
つ
め

直
す
機
会
と
す
る
②
平
和
教

育
を
基
軸
と
し
、
折
り
鶴
の

奉
納
や
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
の

実
施
、
外
国
人
も
含
め
た
平

和
記
念
公
園
を
訪
れ
て
い
る

人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
、
自
主
的
な
態
度
を
育
て

る
と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ

を
考
え
、
世
界
に
発
信
す
る

機
会
と
す
る
③
江
田
島
の
民

泊
体
験
に
よ
り
、
民
泊
先
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
、
豊
か
な
心
を
養
い
、
ま

た
、
体
験
学
習
に
よ
っ
て
、

江
田
島
の
自
然
と
豊
か
さ
を

感
じ
、
視
野
を
広
げ
、
社
会

性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
、
な

ど
と
設
定
し
た
。

　
そ
の
広
島
へ
の
修
学
旅
行

は
５
月

日
か
ら

日
ま
で

の
２
泊
３
日
で
実
施
。
３
年

生
の
全
員
、
３
ク
ラ
ス
・
男

女

人
が
参
加
し
た
。

　
初
日
の

日
は
、
新
幹
線

で
昼
ご
ろ
に
広
島
に
到
着
。

平
和
記
念
公
園
で
、
持
参
し

た
折
り
鶴
を
奉
納
し
、
平
和

へ
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
祈

っ
た
。
折
り
鶴
の
数
は
お
よ

そ
６
千
羽
。
生
徒
が
作
っ
た

だ
け
で
な
く
、
公
民
館
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、
地

元
の
地
域
の
人
た
ち
に
も
協

力
を
依
頼
し
て
折
っ
て
も
ら

っ
た
。

　
班
別
活
動
と
し
て
生
徒
た

ち
は
、
外
国
人
も
含
め
た
平

和
記
念
公
園
を
訪
れ
て
い
る

人
た
ち
と
交
流
。
案
内
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
て
自

分
た
ち
の
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

に
来
て
く
れ
る
よ
う
日
本
語

や
英
語
で
呼
び
掛
け
た
。

　
平
和
記
念
公
園
内
の
広
場

で
開
催
し
た
合
唱
コ
ン
サ
ー

ト
は
「
世
界
に
届
け
　
平
和

の
思
い
」が
テ
ー
マ
。雨
が
降

る
中
、
カ
ッ
パ
を
着
て
、
被

爆
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
伴
奏

で
校
歌
や
原
爆
の
歌
「
消
え

た
八
月
」
、
学
年
の
歌
「
結

│
ゆ
い
│
」
な
ど
を
招
待
し

た
人
た
ち
に
披
露
し
た
。

　
３
学
年
主
任
の
吉
野
敏
教

諭
は「
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
当
に
多
く
の
人
が
聴
き
に

来
て
く
れ
た
。
中
に
は
生
徒

の
合
唱
に
涙
す
る
人
も
い

て
、
生
徒
た
ち
は
非
常
に
感

激
し
て
い
た
」と
述
懐
す
る
。

　
班
別
活
動
で
は
そ
の
ほ
か

原
爆
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム

の
見
学
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
広
島
港
か
ら
高

速
船
で
海
を
渡
り
、
江
田
島

市
の
能
美
島
に
入
る
。夕
刻
、

民
泊
の
人
た
ち
と
対
面
す
る

入
島
式
。
事
前
に
各
民
泊
先

へ
生
徒
の
自
己
紹
介
を
録
画

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
送
っ
て
い
た

の
で
、
初
め
て
会
う
よ
う
な

雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。
催

し
と
し
て
生
徒
た
ち
が
校
歌

や
「
消
え
た
八
月
」
な
ど
を

合
唱
。
さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
と
し
て
江
田
島
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
江
田
島
が
好
き
じ

ゃ
け
ん
」
を
歌
う
と
、
「
島

の
人
た
ち
が
驚
く
と
と
も

に
、と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。

そ
れ
で
一
気
に
生
徒
た
ち
と

の
〝
距
離
〟
が
縮
ん
だ
」
と

吉
野
教
諭
。

　
３
人
ぐ
ら
い
ず
つ
に
分
か

れ
受
け
入
れ
先
の
各
民
泊
家

庭
へ
。
生
徒
た
ち
は
夕
食
作

り
な
ど
の
手
伝
い
や
、釣
り
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
体
験

活
動
を
行
い
な
が
ら
翌

日

の
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で
民
泊

先
の
家
族
と
交
流
し
た
。

　
吉
野
教
諭
は
「
民
泊
で
は

生
徒
た
ち
が『
お
婆
ち
ゃ
ん
、

今
日
は
ゴ
ミ
出
し
の
日
じ
ゃ

な
い
』
と
言
っ
て
ゴ
ミ
を
ま

と
め
て
捨
て
る
な
ど
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
本
当
に
家
族
の

一
員
と
し
て
過
ご
し
て
き
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
過
ご

し
た
の
は

時
間
だ
っ
た

が
、
心
と
心
の
交
流
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
」
と
成
果

に
満
足
す
る
。

　
最
終
日
の

日
は
班
別
学

習
で
厳
島
神
社
を
参
拝
し
た

り
宮
島
を
見
学
し
た
り
し
た

後
、
帰
路
に
着
い
た
。

　
吉
野
教
諭
は
今
回
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
「
事
前
の
準

備
に
も
の
す
ご
く
力
を
入
れ

て
き
た
。
そ
れ
が
い
い
修
学

旅
行
に
つ
な
が
っ
た
」
と
成

功
の
理
由
を
語
る
。

　
平
和
学
習
は
、日
本
代
表
、

千
葉
県
代
表
と
し
て
世
界
に

平
和
を
訴
え
よ
う
と
い
う
こ

と
を
学
年
教
育
の
根
幹
に
置

い
て
行
っ
て
き
た
。
交
流
に

関
し
て
は
、
英
語
教
育
も
兼

ね
て
１
年
次
の
校
外
学
習
で

東
京
の
浅
草
や
上
野
で
外
国

人
に
英
語
で
話
し
か
け
、
一

緒
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う

と
い
う
活
動
も
実
施
。
コ
ン

サ
ー
ト
で
歌
う
合
唱
曲
に
つ

い
て
は
１
年
生
の
時
か
ら
ず

っ
と
練
習
し
て
き
た
。

　
「
約
２
年
前
か
ら
生
徒
た

ち
を
ど
の
よ
う
に
成
長
さ
せ

る
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
活
動
が
必
要
か

を
学
年
で
考
え
、
実
行
し
て

き
た
。
ま
た
、
保
護
者
や
地

域
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

学
年
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
創

意
工
夫
を
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
修
学
旅
行
は
そ
の
結

晶
と
言
え
る
」と
吉
野
教
諭
。

　多感な中学生にとって、教育旅行（修学旅行）は学
生時代の一大イベントと言える。楽しみでもあり、ま
た不安でもある。非日常の場に身を置き、その土地な
らではのものに触れ、見て、人と接することで視野が
広がることもある。ここでは充実した教育旅行（修学
旅行）を実施する４校の取り組みをレポートする。


